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２
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／
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２月のこ んなこ とあんなこ と

隠

山
別
総
合
型
ク
ラ
ブ

「
楽
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
が

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
、
多
く
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
場

で
は
、

焼
き
鳥

や
た
こ
や
き
な
ど
も
販
売

さ
れ
、
そ
り
引
き
レ
ー
ス

や
雪
上
長
下
駄
競
争
な
ど

の
競
技
で
盛
り
あ
が
り
ま

し
た
。（
２
月
　
日
）

２２

初

在
、
千
代
田
初
山
別

線
外
改
築
工
事
を
し

て
お
り
ま
す
堀
松
建
設
工

業
株
式
会
社
が
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
天
文
台
前
の

除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
社
員
４
名
で

重
機
な
ど
を
使
い
３
時
間

ほ
ど
で
天
文
台
前
の
雪
は
き
れ
い
に
取
り
除
か

れ
ま
し
た
。堀
松
建
設
工
業
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
２
月
　
日
）

２４

現

塩
高
校
野
球
部
　２６

名
が
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ふ

じ
み
へ
き
地
保
育
所
及
び

村
内
の
高
齢
者
住
宅
の
除

雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
マ
マ
さ
ん
ダ

ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を

使
い
雪
を
運
び
だ
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
塩
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
２
月
７
日
）

天

春
恒
例
の
子
ど
も
会
か

る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
学
生
の
部
に
３
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
に
２
チ
ー
ム
が

参
戦
し
ま

し
た
。

　
参
加
し

た
選
手
た

ち
は
真
剣

な
表
情
で
木
札
に
向
か
い
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

（
２
月
１
日
）

新

分
の
日
に
保
育
所
で

豆
ま
き
が
行
わ
れ
、

園
児
た
ち
が
元
気
に
鬼
さ

ん
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
保
育
所
に

現
れ
た
青
鬼
さ
ん
に
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
声
を

張
り
上
げ
な
が
ら
豆
の
代

わ
り
に
お
手
玉
を
投
げ
つ

け
て
い
ま
し
た
。
終
了
後

は
、
み
ん
な
仲
良
く
豆
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。

（
２
月
３
日
）

節
年
度
か
ら
の
２
年
間
、
国
立
教
育
政
策

研
究
所
教
育
課

程
研
究
指
定
校
事
業

「
へ
き
地
教
育
」
の
指

定
を
受
け
、
複
式
・
小

規
模
校
の
特
性
を
生
か

し
た
授
業
の
改
善
を
進

め
て
き
た
初
山
別
小
学

校
（
前
田
郁
美
校
長
）

が
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
留
萌
教
育
局
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
２
月
　
日
）

２７

昨

平
成
　
年
度
 
村
内
子
ど
も
会

２６

　
　
　
　
　
《
か
る
た
大
会
》

地
域
貢
献
「
除
雪
活
動
」

ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所
《
豆
ま
き
》

留
萌
管
内
教
育
実
践
表
彰

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動



人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
大
場
稔
会
長
）
が
主
催
し
た

交
歓
会
に
、
村
内
各
地
区
か
ら
６
チ
ー
ム
　
名
が

７０

参
加
し
、
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。
今
年

で
　
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
交
歓
会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

２６
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
の
２
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
２
月
　
日
）

２４

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
★
よ
み
き
か
せ

　
　
で
し
た
。（
２
月
　
日
）

１２

今次
回
、
３
月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１１

ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
の
予
定
で
す
。

　
　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
２
月
号
」

老●２月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

村内子ども会かるた大会１掌

ふじみへき地保育所　豆まき
初山別土建杯バレーボール大会
（～５日）

３昇

スキー検定会８掌

新小学１年生体験入学
ほしっこくらぶ

１２昭

村子どもいじめシンポジウム１７昇

村議会全員協議会１９昭

スノーフェスタ２２掌

第２６回村老人クラブ交歓会２４昇

ほしっこくらぶ会場開放日２５昌

新年度予算報道発表２７晶

韻

月
か
ら
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
ふ
じ

み
へ
き
地
保
育
所
の
園
児
３
名
が
、
入
学
式

を
目
前
に
小
学
校
の
雰
囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
現
１
年
生
　
名
が
新
１
年
生
３
名
を
迎
え
、
ク

１１

イ
ズ
や
メ
ダ
ル
づ
く
り
を
し
て
楽
し
い
交
流
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。（
２
月
　
日
）

１２

４
「
新
小
学
１
年
生
の
ご
紹
介
」

 ◆
右
か
ら

・
笠
　
川
　
 乃
 　
 愛
 

の
 

あ

・
井
　
上
　
 愛
 　
 海
 

ま
な
 

か

・
湊
　
　
　
 悠
 　
 喜
 

ゆ
う
 

き

・
小
　
高
　
 大
 　
 雅
 

た
い
 

が

（
敬
称
略
）

初参加初参加　水野愛望ちゃ水野愛望ちゃんん初参加初参加　福田凪沙ちゃ福田凪沙ちゃんん

１歳になりまし１歳になりましたた

五十嵐遥く五十嵐遥くんん

老
人
ク
ラ
ブ
交
歓
会

平
成
　
年
度
 
新
小
学
１
年
生

２７

　
　
　
　
《
一
日
体
験
入
学
》
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　２月は冬のお祭りなど近隣市町村に足をのばしてきました。巨大迷路をは

じめ手作りならではの温かさを感じたオロロンスノーパラダイス（留萌市）。

中川町きこり祭りの、地域の産業を題材にして町を盛り上げるのはいいもの

ですね。きこりのおじさんから薪割りを教えてもらい、焚火でマシュマロを

焼くなど冬ならではの楽しみを味わいました。

　またさらに遠くへ、下川町と滝上町のコミュニティカフェにも。どちらも協力隊

が運営し、食事メニューなどを提供。特に下川町の一の橋地区はバイオマスエ

ネルギーが供給され、人やモノがうまく循環さ

れています。高齢者の多い集落で実験的とはい

え先駆的な事業をやってみる、その町づくりの

ビジョンが素晴らしかった。とはいえ、動かすの

は人の力です。人が住む限り、地域は動き続け

ます。でも誰かが行動するのをやめたらそこで

活性化はストップしてしまう。他地域の良いとこ

ろは取り入れ、今ここで何ができるのか改めて

考えていきたいと思います。【外崎】

吋

中川町きこり祭りの様子

　先日私は有明地区で行われている

ゲートボールに参加してきました。有明

地区は、毎週火曜日・土曜日の週２回

行われています。この日は、審判をした

り自分もプレーに参加させていただきました。現在、ゲート

ボール会員は激減してしまい、かつては４チームができるほ

ど人数がいたが２チームと

なってしまいました。

　これからも、時間がある

時に自分も積極的に参加し

ようと思います。

　つい最近、ゲートボール

道具一式をそろえました。

【髙谷】

ゲー トボールを楽しむ
　　　　村にぴったりのエンタメ情報を

　　お伝えするムラタメです。『ゆるきゃ

ら』ブームが冷めやらないこの数年。地

域活性化のために頑張るキャラ達の中

には、ふなっしーやくまもん等、今や全

国規模で知られるようになったものも。

「○○県のことはよく知らないけれど、そ

このゆるキャラは知ってる！」なんてこと

も最近じゃ不思議ではないですね。さて

さて、ひと度話題となった

このキャラ、な

んという名前

だったでしょう？

　　　　【坂本】

【安田】

　先日札幌で、田舎に興味や関心がある大学生さん達とお話し

する機会がありました。田舎とかかわりを持ちたい、住んでみた

いという思いを持っている方は実は多いのです。

　移住者の受け入れは既に多くの

地域が積極的に行っており、初山

別も負けていられません。空き建物

や部屋を利用した受け入れ施設の

整備や一次産業体験など、住民の

皆様のご意見も参考にしながら田

舎に興味のある方々を快く受け入

れるための体制づくりや企画を今

後行いたいと思っています。

　私が初山別でこれまで気持ちよ

く過ごすことができたので、多くの

方に同じ体験をしてほしいと心から

思うのです。【佐古】

　２月２５日、羽幌警察
署長より感謝状をいた
だきました。
　私達の活動が地域の
安心・安全に寄与してい
ると認められ大変嬉しく
思います。どうもありが
とうございました。



こ
ん
に
ち
は

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
運
動
器
の
障
害
に
よ
り
要
介

護
に
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
の

こ
と
で
す
。運
動
器
と
は
骨
、
関
節
、

筋
肉
や
神
経
で
構
成
さ
れ
る
も
の

の
こ
と
を
言
い
、
自
分
の
身
体
を
自

由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
連
動
し
て
働

い
て
い
る
か
ら
で
す
。運
動
器
の
障

害
に
は
、
大
き
く
分
け
て「
運
動
器

自
体
の
疾
患
」
と
「
加
齢
に
よ
る
機

能
低
下
」が
あ
り
ま
す
。

①
運
動
器
自
体
の
疾
患

　
変
形
性
関
節
症
や
変
形
性
脊
椎

症
、
脊
椎
管
狭
窄
症
、
骨
粗
鬆
症

や
骨
折
な
ど
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
な

ど
で
は
痛
み
、
関
節
の
可
動
域
制

限
、
筋
力
低
下
、
麻
痺
な
ど
に
よ

り
バ
ラ
ン
ス
能
力
や
体
力
、
移
動

能
力
の
低
下
を
き
た
し
ま
す
。

②
加
齢
に
よ
る
機
能
低
下

　
加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
は
衰
え

て
き
ま
す
。
筋
力
低
下
や
持
久
力

の
低
下
、
運
動
速
度
の
低
下
、
バ

ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
等
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
で

運
動
不
足
に
な
る
と
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
能
力
の
低
下
な
ど
が
起
こ
り
、

転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
運
動
器
に
障
害

が
起
こ
る
こ
と
で
悪
循
環
に
陥
り

「
寝
た
き
り
」
や
「
要
介
護
」
の
原
因

と
な
る
の
で
す
。い
つ
ま
で
も
健
康

で
生
活
で
き
る
よ
う
運
動
器
の
健

康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
し
よ
う
！

　
次
の
７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
う
ち

１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
方
は
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

□
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

□
家
の
中
で
つ
ま
づ
い
た
り
す

べ
っ
た
り
す
る

□
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が

必
要
で
あ
る

□
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で

あ
る

□
１
渥
の
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個
程
度

の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る
の

が
困
難
で
あ
る

□
　
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と

１５が
で
き
な
い

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き

れ
な
い

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
生
活
の

中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る
事

が
大
事
で
す
。
特
に
次
の
２
つ
の

運
動
は
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

〈
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
つ
け
る
片
脚
立
ち
〉

・
転
倒
し
な
い
よ
う
に
壁
や
椅
子

の
背
も
た
れ
に
つ
か
ま
り
、
床

に
つ
か
な
い
程
度
に
片
脚
を
上

げ
ま
す
。

＊
左
右
１
分
間
ず
つ
１
日
３
回

行
う

〈
下
肢
筋
力
を
つ
け
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
〉

・
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
足
を
広

げ
、
つ
ま
先
は
少
し
開
い
て
立

ち
ま
す
。

・
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い

よ
う
に
お
尻
を
後
ろ
に
引
く
よ

う
に
身
体
を
し
ず
め
ま
す
。

＊
深
呼
吸
を
す
る
ペ
ー
ス
で
５

～
６
回
繰
り
返
す

　
し
っ
か
り
動
い
た
ら
し
っ
か
り

栄
養
を
と
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

た
だ
し
、
メ
タ
ボ
や
や
せ
す
ぎ
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
に
欠

か
せ
な
い
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
年
齢
に
関
わ
ら
ず
運
動
習
慣
で

骨
や
筋
肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え
、

適
切
な
栄
養
を
摂
る
こ
と
で
骨
や

筋
肉
は
強
く
丈
夫
に
維
持
さ
れ
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
　
大
水
）

右

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

●
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？



宇

　
国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
以
上

２０

　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

６０民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が

異
な
り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き

は
ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は

勤
務
先
で
行
い
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手

続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
る
上
、
納
め
忘

れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
　
円
割

５０

引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納

付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月

前
納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前

納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、

ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き

に
つ
い
て
は
留
萌
年
金
事
務
所
ま

た
は
役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

（
住
民
課
健
康
福
祉
係
）

　
満
　
歳
未
満
の
子
供
の
ス
マ
ー

１８

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
利
用
に

は
、『
利
用
時
期
の
見
極
め
』
と

『
保
護
者
の
見
守
り
』
が
大
切
で
す
。

１
　
利
用
時
期
の
見
極
め

　
ス
マ
ホ
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
ア
プ
リ
）
で
多
様
な
使
い
方

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
全
般
を
使
い
こ
な
す
力

（
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
社
会

性
、
責
任
感
、
自
制
心
等
）が
必
要

で
す
。子
供
の
年
齢
や
成
長
度
合

い
で
保
護
者
の
方
が
利
用
時
期
を

見
極
め
な
が
ら
、
子
供
向
け
ス
マ

ホ
の
利
用
や
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・

機
能
制
限
等
、
学
齢
に
合
っ
た
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
　
保
護
者
の
見
守
り

　
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
利
用
は
、
個

人
の
利
用
者
情
報
の
送
信
を
伴
う

こ
と
も
多
く
、
利
用
規
約
を
よ
く

読
ん
で
確
認
し
、
納
得
し
て
利
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
普
段

使
っ
て
い
る
ア
プ
リ
に
つ
い
て
の

話
を
し
た
り
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
購
入
に
一
定
の
ル
ー
ル

を
設
け
た
り
、
判
断
が
必
要
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
画
面
に
出
た
ら
保

護
者
に
聞
く
よ
う
に
促
す
等
、
何

で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
親
子
関

係
づ
く
り
と
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。

（
出
典
：
安
心
ネ
ッ
ト
づ
く
り
促

進
協
議
会
）

【
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

電
話
：
０
１
１
倆
７
０
９
倆
２
３

１
１（
内
線
４
７
０
６
）

グ
リ
ー
ン
化
税
制
が
変
わ
り
ま
し
た

　
グ
リ
ー
ン
化
税
制
は
、
環
境
負

荷
に
配
慮
し
た
税
率
で
課
税
す
る

制
度
で
す
が
、
平
成
　
年
度
か
ら

２７

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

◎
基
準
を
満
た
し
た
自
動
車
税
の

税
率
を
軽
減
す
る
割
合
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

お
知
ら

お
知
ら
せせ

国
民
年
金
の
加
入
方
法

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

保
護
者
の
方
へ
 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
安
心
安
全
に
使
う
た
め
に

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ



烏

平
成
　
年
度
　
　
％
ま
た
は
　
％

２６

２５

５０

平
成
　
年
度
　
　
％
ま
た
は
　
％

２７

５０

７５

（
取
得
の
翌
年
度
の
み
）

◎
一
定
の
年
数
を
経
過
し
た
乗
用

車
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
な
ど
は
、

自
動
車
税
の
税
率
を
上
乗
せ
す

る
割
合
が
、　

％
→
　
％
と
な

１０

１５

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　
道
税
グ
リ
ー
ン
化
税
制
で
検

索
ま
た
は
札
幌
道
税
事
務
所
自
動

車
税
部

電
話（
０
１
１
）７
４
６
倆
１
１

９
０
ま
で
。

１
　
受
付
期
間

焔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

　
平
成
　
年
４
月
１
日
　
～

２７

（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
　
日
　

１３

（月）

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji

【
 
   
    
 
 
    
  

-

 

sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

　
  
  
 
 
  
 
   
   
 
 
 
  
  
 】

焔
郵
送
又
は
持
参

　
平
成
　
年
４
月
１
日
　
～

２７

（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
２
日
　（木）

（
郵
送
の
場
合
４
月
２
日
　
ま
で

（木）

の
通
信
日
付
印
有
効
）

２
　
受
験
資
格

焔
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成

６０

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

焔
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

２８
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

３
　
第
１
次
試
験

平
成
　
年
６
月
７
日
　

２７

（日）

４
　
第
２
次
試
験

平
成
　
年
７
月
　
日
　
・
　

日

２７

１５

（水）

１６

　
・
　
日
　
の
指
定
さ
れ
た
日

（木）

１７

（金）

５
　
問
合
せ
先

北
海
道
労
働
局
（
℡
０
１
１
倆

７
０
９
倆
２
３
１
１
　
内
線
３

５
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署

　
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
防
止

の
た
め
、
北
海
道
警
察
が
事
業
者

と
連
携
し
て
行
う
対
策
で
、
平
成

　
年
９
月
ま
で
月
額
基
本
料
金
を

２８

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
機
能

　
着
信
し
た
電
話
番
号
の
危
険
度

を
ラ
ン
プ
の
色
と
音
声
で
知
ら
せ
、

電
話
に
出
る
前
に
注
意
を
呼
び
か

け
ま
す
。

噛
青
色
ラ
ン
プ
→
安
心

「
着
信
を
許
可
」
と
登
録
し
た

番
号
か
ら
の
着
信

噛
黄
色
ラ
ン
プ
→
注
意

　
迷
惑
電
話
番
号
リ
ス
ト
に
な

い
電
話
か
ら
の
着
信
及
び
公
衆

電
話
か
ら
の
着
信

噛
赤
ラ
ン
プ
→
危
険

　
迷
惑
電
話
番
号
リ
ス
ト
に
登

録
さ
れ
た
番
号
か
ら
の
着
信
及

び
非
通
知
設
定
で
の
着
信

○
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

・
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
が
必
要
で
す
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
が
必
要

で
す
。

　
無
料
期
間
終
了
後
、
契
約
を
継

続
す
る
場
合
は
、
以
降
有
料
契
約

と
な
り
ま
す
。

・
設
置
機
器
返
還
時
の
配
送
代
は

契
約
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、

羽
幌
警
察
署
生
活
安
全
係
へ

（
℡
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０
）

６２

平
成
　
年
度
労
働
基
準
監

２７

督
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

無
料
モ
ニ
タ
ー
募
集

３月３月はは、、滞納処分強化月間です滞納処分強化月間です。。
留萌振興局では、月間中、給与・預金等財産の差押えを強化します。

自動車税など道税に未納のある方は早急に納税してください。

自動車税など道税の納税相談は

留萌振興局地域政策部税務課納税係

電話 ０１６４－４２－８４１８



羽

平成２７年度　予備自衛官補の募集について

○自衛官としての経験がなくても予備自衛官になれる予備自衛官補募集中

○予備自衛官補は、一般公募で採用された方は３年以内に５０日間の、技能

公募で採用された方は２年以内に１０日間の教育訓練を受け、教育訓練終

了後予備自衛官になります。

☆応募資格

　・一般公募：１８歳以上３４歳未満の者

　・技能公募：１８歳以上であって下記の国家免許資格等を有する者

　   衛生・語学・整備・情報処理・通信・電気・建設（細部はお問い合わせ下さい。）

☆締め切り　第１回：平成２７年３月２４日（火）

　　　　　　第２回：平成２７年９月１８日（金）

☆試験期日　第１回：平成２７年４月１０日（金）～１４日（火）

　　　　　　第２回：平成２７年１０月２日（金）～５日（月）のいずれか

　　　　　　　　　　１日を指定

☆試験種目　筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査

○問い合わせ先　・各市町村自衛官募集担当者

　　　　　　　　・自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所

　　　　　　　　　　ＴＥＬ ０１６４－４２－４６５０

国家公務員採用試験のお知らせ

○総合職試験（院卒者：大卒程度）

　・インターネット申込期間：４月１日（水）～４月８日（水）

○一般職試験（大卒程度）

　・インターネット申込期間：４月９日（木）～４月２０日（月）

○一般職試験（高卒者・社会人）

　・インターネット申込期間：６月２２日（月）～７月１日（水）

　☆申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　☆問合せ先　人事院北海道事務局第二課試験係（℡ ０１１－２４１－１２４８)



迂

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

転　　入

２／１０　白　幡　晃　一（明　里）

２／１３　花　房　里　穂（明　里）

ひ と の う ご き

～平成２７年２月末～

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２７年４月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○－○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋副院長第４水曜日（２２日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

渡部整形外科
渡部院長

第２・４火曜日（１４日・２８日）午前・午後
整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第１・２・３月曜日　午前・午後
（６日・１３日・２０日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（１日・１５日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より第１・３木曜日（２日・１６日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

人口と世帯数
人口 １,２７８人 （△１人）
 男 ６０６人
 女 ６７２人
 世帯数 　５７３世帯 （±０世帯）

（　） は前月比
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消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

雨

　３月に入ると、気温は日増しに高くなって、

春の気配を感じて来ますが、気温が高くなる

と、多雪地ではなだれによる災害に注意が必

要です。

　大量の雪が山の斜面を急激に崩れ落ちる

現象が「なだれ」で、気象台では、上川・留萌

地方で、２４時間の降雪の深さが３０㎝以上、ま

たは、積雪の深さが５０㎝ 以上で日平均気温

が５℃以上となることを予想した場合に、「な

だれ注意報」を発表します。

　また、なだれ注意報の対象ではありません

が、気温がプラスと氷点下を繰り返すこの時期

は、大量に積もった重い雪が緩んで一気に落

ちやすくなり、屋根からの落雪による事故が多

く発生します。積もっている雪の量が多いほど、

より高い気温になってから落ちる傾向があり、

屋根に大量の雪がある状態で気温が上昇する

と、落雪事故の危険性が急速に高まります。

　最新の気象情報を入手して、気温の変化に

注意するとともに、軒下での事故にあわない

ように気をつけて下さい。

　旭川地方気象台ホームページアドレス
　　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/
　　問合せ先／旭川地方気象台

気象台ひと口メモ
～軒下は危険がいっぱい！～

● 今月の主な行事予定 ●
（３／１１～４／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（３月号）
ほしっこくらぶ

１１昌

３

月

１２昭

初山別中学校　第68回卒業証書授与式１３晶

１４松

１５掌

１６捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）１７昇

１８昌

初山別小学校　第118回卒業証書授与式
予防接種

１９昭

破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２０晶

春分の日２１松

２２掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）
乳幼児健診

２３捷

２４昇

ほしっこくらぶ会場開放日２５昌

ふじみへき地保育所　卒園証書授与式
広報配布（お知らせ版）

２６昭

粗大ごみ（全村）２７晶

２８松

２９掌

３０捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）３１昇

村役場　年度初め辞令交付式１昌

４

月

２昭

ふじみへき地保育所　入園式３晶

４松

５掌

初山別小・初山別中学校　入学式
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

６捷

７昇

８昌

９昭

広報しょさんべつ配布（４月号）１０晶

　天塩町にて２月１１日に開催された北

留萌地区予選会で、見事全道大会への

出場権を獲得した小学生が、２月２２日

の全道大会へ出場しました。札幌市定山

渓で行われた大会では、日頃の練習の

成果を遺憾なく発揮し、力を合わせて頑

張ってきました。

第１８回

北海道子 どもかる た大会


